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1 はじめに 

外国人の日本の文化・歴史への興味は高く，コ

ロナ収束後旅行したい国や地域をアジア住居者と

欧米豪住居者に聞いたアンケートではどちらとも

日本が 1 位になっている 1)。そのような事から，

外国人の日本語学習人数も年々増加している。一

方，日本語教師の人数は過去 8 年間横ばいになっ

ており，教師不足が問題視されている 2)。原因と

して，高い言語力や異文化への受け入れが求めら

れるなどがある。また，日本語学習は世界有数の

難易度を有しており，教育方法の工夫が求められ

ている。現在，日本語学習の工夫としてユニバー

サルデザイン（UD）を使用した教育方法が提案 3)

されている。UD とは，1980 年にロナルド・メイ

スが提唱した用語で，「身体能力の違いや年齢，

性別，国籍に関わらず，すべての人が利用し

やすいようにつくられたデザイン」を意味す

る。日本語学習に使用される UD の一例にピクト

グラムが存在する。ピクトグラムは，文字がわか

らない人に対し図や形などで意味を表すものであ

る。一方ピクトグラムが示す意味が正しく伝わら

ないといった問題が生じている。その原因は，デ

ザイナーによって同じ単語から作られているがデ

ザインが異なっていることや，汎用性を重視して

いるため一つのピクトグラムが複数の意味を表し

てしまうことにあると著者は考えている。そこで

本研究は，ピクトグラムデザインの作成方法を統

一化すべく，自然言語処理を用い日本語文章から

分かりやすいピクトグラムデザインを自動生成す

るシステムの構築を目指している。本稿では，試

作した，自動生成システムについて記す。 
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2 自然言語処理 

自然言語処理とは，人間が日常的に使用してい

る言語（自然言語）を自動的に処理し結果を応用

するといった技術分野である。具体的には，機械

可読辞書とコーパス，形態素解析，構文解析，意

味解析という一連の処理を AI が行うことである。 

本研究ではオープンソース形態素解析エンジン

である「MeCab4)」を使用する。MeCab は言語や辞

書，またデータベース化された言語資料であるコ

ーパスに依存しない汎用的な設計であり条件付き

確率場に基づく高い解析精度を保持している。 

3 提案システム 

3.1 概要 

本システムの開発環境は Google Colaboratory 上

で使用言語は python(Ver. 3.7.15)である。このシス

テムには主に，形態素解析エンジンである

MeCab(Ver. 3.0.7)，画像生成や処理に使用したライ

ブラリ Pillow(Ver. 7.1.7)，fastText の日本語の学習

済み単語ベクトルの一種である WEB クローラー

と Wikipedia の文章から学習したモデルを使用す

るため gensim(Ver. 3.6.0)を導入している。その他

モジュールやライブラリは省略する。 

本システムのピクトグラムの生成フローは以下

の通りである。最初に，使用者が日本語文章を一

文入力する。この時，主語，動詞，述語はそれぞ

れ 1つずつに制限をする。次に，その文章をMeCab

により形態素解析し意味が分かる最小単位である

単語に切り分ける。続いて，ピクトグラム生成に

必要となる品詞の抽出をする。この時，抽出する

品詞は「助動詞（表層形）・形容詞（基本形）・動

詞（基本形）・名詞（基本形）」である。ここで表

層形とは文章から抽出されたまま単語にし，基本

形とは抽出された単語を日本語の学習済み単語ベ

クトルのモデルに掲載されている言葉へ変換した

ものである。最後に抽出された単語が示すピクト

グラムを一枚の画像に出力する。 
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3.2 素材と配置テンプレート 

上記の方法でピクトグラムを一枚の画像にする

際，Fig.1 に示すようなテンプレートを設定した。

この時，人間が F の字をなぞるように画面を注視

するといった根拠をもとに設定している。左上か

ら，天気や周りの環境などの「状態」，その右に否

定か肯定かを表す「是非」，左下に人や犬などの「名

詞 1」，その右に行くや入るとなどの「動詞」，最

後に病院や公園などの「名詞 2」といった配置テ

ンプレートを複数設けている。 

現在，本システムには人や犬などの名詞 1を表

すピクトグラムが 10枚，公園や病院などの名詞 2

を表すピクトグラムが 20 枚，その他ピクトグラ

ムを 20枚，計 50枚搭載している。 

3.3 デザイン出力結果 

本システムによって自動で生成されたピクトグ

ラムデザインを Fig.2 に示す。この時使用した文

章は a が「犬を公園に入れないでください」，b が

「火事だ，逃げろ！」である。a において文章は

「犬・を・公園・入れ・ない・で・ください」に

形態素解析される。次に目的品詞を抽出すると

「犬・公園・入れる・くださる・ない」が出力さ

れ，「犬・公園・入れる・ない」の意味を表すピク

トグラムデザインが Fig.1 に示すテンプレートに

従い一枚の画像に出力されている。b においても

同様に処理され「火事・逃げろ」からピクトグラ

ムデザインが生成されている。Fig.2 において，a

は「犬」という主語を設けているが b は主語を設

けていないにもかかわらず人を表すピクトグラム

を出力している。これは，著者が「逃げろ」とい

う単語に対して人と右矢印を表現しようと考えた

からである。このように本システムは，1 つの単

語に対し複数のピクトグラムを出力することが可

能である。 

4 まとめ 

ピクトグラムの意味が正しく伝わらないといっ

た問題に対し，文章からピクトグラムデザインを

生成することが有効だと考えた。手法として，

MeCab を使用し，日本語文章から抽出した単語と

その単語を意味するピクトグラムを配置テンプレ

ートに配置することでピクトグラムデザインを自

動で生成するシステムを構築した。その結果「犬

を公園に入れないでください」などの簡単な文章

をピクトグラム化することに成功した。今後複雑

な文章のピクトグラム化や２文以上の同時ピクト

グラム化が可能なシステムへの改良や，JIS 規格ピ

クトグラムをデータセットに使用したピクトグラ

ム認識システムを構築し，本システムの評価に使

用することを予定している。 
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a)公園に犬を入れないでください 

b)火事だ，逃げろ！ 

Fig.1 ピクトグラム配置テンプレート 
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